
(57)【要約】

【課題】ホイルハウスとフロアパネルとサイドフレーム

を結合する強度・剛性を高めるために、フロアパネルと

重複的に補強ガセットを設けると、部材数や重量が増し

製作費も高価になる。サスクロス取付けボルトをサイド

フレームに固定支持する支持剛性を高めることも望まし

い。

【解決手段】

　サイドフレーム７の外端部がホイルハウス８に接合さ

れ且つフロアパネル６がサイドフレーム７に接合される

後部車体構造において、フロアパネル６よりも板厚が厚

く形成された補強ガセット９を設け、この補強ガセット

９に、内端部がサイドフレーム７の内端の水平フランジ

部７ｃに接合される水平板部９ａと、水平板部９ａの外

端部からホイルハウス８の車幅方向内面に沿うように延

びるフランジ部９ｂとを設け、このフランジ部９ｂをサ

イドフレーム７の外端部とホイルハウス８とに接合し、

ホイルハウス近傍におけるフロアパネルの外端部を補強

ガセットの内端部に接合する。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 前 後 方 向 に 延 び る サ イ ド フ レ ー ム の 車 幅 方 向 外 端 部 が ホ イ ル ハ ウ ス に 接 合 さ れ 且 つ フ ロ
ア パ ネ ル が サ イ ド フ レ ー ム に 接 合 さ れ る 車 両 の 後 部 車 体 構 造 に お い て 、
　 フ ロ ア パ ネ ル よ り も 板 厚 が 厚 く 形 成 さ れ た 補 強 ガ セ ッ ト で あ っ て 、 車 幅 方 向 内 端 部 が サ
イ ド フ レ ー ム の 内 端 の 水 平 フ ラ ン ジ 部 に 接 合 さ れ る 水 平 板 部 と 、 水 平 板 部 の 外 端 部 か ら ホ
イ ル ハ ウ ス の 車 幅 方 向 内 面 に 沿 う よ う に 延 び る フ ラ ン ジ 部 と を 備 え 、 こ の フ ラ ン ジ 部 が サ
イ ド フ レ ー ム の 外 端 部 と ホ イ ル ハ ウ ス と に 接 合 さ れ る 補 強 ガ セ ッ ト を 設 け 、
　 ホ イ ル ハ ウ ス 近 傍 に お け る フ ロ ア パ ネ ル の 外 端 部 が 補 強 ガ セ ッ ト の 内 端 部 に 接 合 さ れ た
　 こ と を 特 徴 と す る 車 両 の 後 部 車 体 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ホ イ ル ハ ウ ス に サ ス ペ ン シ ョ ン の ダ ン パ ー を 支 持 す る ダ ン パ ー 支 持 部 が 設 け ら れ 、
こ の ダ ン パ ー 支 持 部 に 近 接 す る 補 強 ガ セ ッ ト の 水 平 板 部 と フ ラ ン ジ 部 に わ た る 部 分 に 車 室
側 へ 膨 出 す る 膨 出 部 を 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 車 両 の 後 部 車 体 構 造 。
　
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 サ イ ド フ レ ー ム 内 に 側 面 視 ハ ッ ト 形 の ブ ラ ケ ッ ト を 設 け 、 こ の ブ ラ ケ ッ ト 上 壁 部 及
び サ イ ド フ レ ー ム 下 壁 に 固 定 支 持 さ れ る サ ス ク ロ ス 取 付 け ボ ル ト が 設 け ら れ 、 こ の サ ス ク
ロ ス 取 付 け ボ ル ト の 上 端 部 を 前 記 膨 出 部 内 に 配 設 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の
車 両 の 後 部 車 体 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 左 右 の ホ イ ル ハ ウ ス 間 に お い て 左 右 の サ イ ド フ レ ー ム 間 に 橋 渡 し 状 に 架 設 さ れ て フ
ロ ア パ ネ ル に 接 合 さ れ る ク ロ ス メ ン バ が 設 け ら れ 、 前 記 補 強 ガ セ ッ ト の 内 端 部 の 一 部 が ク
ロ ス メ ン バ に 接 合 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 車 両 の 後 部 車 体 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 補 強 ガ セ ッ ト の 前 端 が ホ イ ル ハ ウ ス 部 前 方 の ド ア 開 口 部 後 端 付 近 ま で 延 び る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ の 何 れ か に 記 載 の 車 両 の 後 部 車 体 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 車 両 の 後 部 車 体 構 造 に 関 し 、 特 に ホ イ ル ハ ウ ス と フ ロ ア パ ネ ル と サ イ ド フ レ
ー ム の 結 合 部 の 剛 性 ・ 強 度 を 補 強 ガ セ ッ ト に よ り 向 上 さ せ た も の に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 車 両 の 後 輪 用 の ホ イ ル ハ ウ ス に サ ス ペ ン シ ョ ン の ダ ン パ ー を 支 持 す る ダ ン パ ー 支 持 部 （
別 名 、 サ ス タ ワ ー ） が 設 け ら れ 、 後 輪 に 作 用 す る 大 き な 荷 重 が ダ ン パ ー 支 持 部 に 作 用 す る
。 ホ イ ル ハ ウ ス の 付 近 の サ イ ド フ レ ー ム に は 、 サ ス ペ ン シ ョ ン 装 置 の サ ス ク ロ ス メ ン バ が
連 結 さ れ る た め 、 サ ス ク ロ ス メ ン バ か ら も サ イ ド フ レ ー ム や ホ イ ル ハ ウ ス に 大 き な 荷 重 が
作 用 す る 。 そ こ で 、 ダ ン パ ー 支 持 部 や ホ イ ル ハ ウ ス な ど を 補 強 す る 種 々 の 補 強 ガ セ ッ ト や
補 強 構 造 が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 般 に 、 ホ イ ル ハ ウ ス に 、 サ イ ド フ レ ー ム の 接 合 フ ラ ン ジ と 、 フ ロ ア パ ネ ル の 外 端 部 と
が ３ 枚 重 ね の 構 造 で 接 合 さ れ る が 、 前 記 の よ う な 補 強 ガ セ ッ ト を 追 加 的 に 接 合 す る 場 合 に
は 、 ４ 枚 以 上 の 板 部 材 を ス ポ ッ ト 溶 接 す る 個 所 が 発 生 す る 。 し か し 、 ３ 枚 を 超 え る 板 部 材
を ス ポ ッ ト 溶 接 す る 接 合 部 で は 、 そ の 溶 接 品 質 を 確 保 す る こ と が 難 し く 、 車 両 の 長 期 の 使
用 中 に 接 合 部 に 剥 離 が 発 生 す る 確 率 が 高 く な る 。
　 特 許 文 献 １ に は 、 リ ヤ フ ロ ア の 取 付 け 構 造 に お い て 、 ホ イ ル ハ ウ ス に フ ロ ア パ ネ ル の 外
端 部 を 接 合 す る 内 側 角 部 に 前 後 方 向 の 所 定 長 さ 範 囲 に 亙 る 補 強 部 材 を 追 加 的 に 設 け る 技 術
が 記 載 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ６ － １ ６ ６ ３ ８ ５ 号 公 報
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【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 前 記 特 許 文 献 １ の 図 ２ の リ ヤ フ ロ ア の 取 付 け 構 造 で は 、 サ イ ド フ レ ー ム の 外 側 約 半 幅 分
に つ い て 補 強 部 材 で 補 強 す る だ け で あ る の で 、 サ イ ド フ レ ー ム の 内 側 約 半 幅 分 に つ い て は
薄 い フ ロ ア パ ネ ル １ 枚 の 構 造 と な る た め 、 ホ イ ル ハ ウ ス と サ イ ド フ レ ー ム と の 結 合 部 を 十
分 に 強 化 す る こ と が 難 し い 。 そ こ で 、 前 記 の 補 強 部 材 の 幅 を 拡 大 す る こ と も 可 能 で あ る が
、 そ の 場 合 、 補 強 部 材 と し て 採 用 す る 板 部 材 は 約 １ ． ０ ｍ ｍ 程 度 の 板 厚 の も の と な る が 、
フ ロ ア パ ネ ル の 板 厚 と 補 強 部 材 の 板 厚 と の 合 計 板 厚 は 過 大 な 板 厚 と な り 、 部 材 数 も 増 す た
め 、 製 作 費 と 重 量 増 加 の 面 で 不 利 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 他 方 、 サ ス ペ ン シ ョ ン 装 置 の サ ス ク ロ ス メ ン バ を 車 体 に 連 結 す る た め の サ ス ク ロ ス 取 付
け ボ ル ト は 、 サ イ ド フ レ ー ム に 装 備 し て サ イ ド フ レ ー ム か ら 下 方 へ 延 ば す の が 普 通 で あ り
、 こ の サ ス ク ロ ス 取 付 け ボ ル ト の 上 端 部 と 上 下 方 向 の 途 中 部 が サ イ ド フ レ ー ム に 溶 接 接 合
さ れ る が 、 上 記 の 上 下 の 溶 接 接 合 部 間 の 間 隔 は 、 サ イ ド フ レ ー ム の 深 さ 寸 法 の 制 約 を 受 け
る た め 、 そ の 間 隔 を 拡 大 し て サ ス ク ロ ス 取 付 け ボ ル ト を サ イ ド フ レ ー ム に 固 定 支 持 す る 支
持 剛 性 を 高 め る こ と は 簡 単 で は な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 ホ イ ル ハ ウ ス と フ ロ ア パ ネ ル と サ イ ド フ レ ー ム の 結 合 部 の 剛 性 ・ 強 度
を 簡 単 な 構 造 で 高 め る こ と 、 サ ス ク ロ ス 取 付 け ボ ル ト を サ イ ド フ レ ー ム に 支 持 す る 支 持 剛
性 を 高 め る こ と な ど で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 １ の 車 両 の 後 部 車 体 構 造 は 、 前 後 方 向 に 延 び る サ イ ド フ レ ー ム の 車 幅 方 向 外 端 部
が ホ イ ル ハ ウ ス に 接 合 さ れ 且 つ フ ロ ア パ ネ ル が サ イ ド フ レ ー ム に 接 合 さ れ る 車 両 の 車 体 後
部 構 造 に お い て 、 フ ロ ア パ ネ ル よ り も 板 厚 が 厚 く 形 成 さ れ た 補 強 ガ セ ッ ト で あ っ て 、 車 幅
方 向 内 端 部 が サ イ ド フ レ ー ム の 内 端 の 水 平 フ ラ ン ジ 部 に 接 合 さ れ る 水 平 板 部 と 、 水 平 板 部
の 外 端 部 か ら ホ イ ル ハ ウ ス の 車 幅 方 向 内 面 に 沿 う よ う に 延 び る フ ラ ン ジ 部 と を 備 え 、 こ の
フ ラ ン ジ 部 が サ イ ド フ レ ー ム の 外 端 部 と ホ イ ル ハ ウ ス と に 接 合 さ れ る 補 強 ガ セ ッ ト を 設 け
、 ホ イ ル ハ ウ ス 近 傍 に お け る フ ロ ア パ ネ ル の 外 端 部 が 補 強 ガ セ ッ ト の 内 端 部 に 接 合 さ れ た
こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の 請 求 項 １ の 発 明 で は 、 フ ロ ア パ ネ ル よ り も 厚 い 板 厚 の 補 強 ガ セ ッ ト を サ イ ド フ レ ー
ム の 内 端 水 平 フ ラ ン ジ か ら ホ イ ル ハ ウ ス に 亙 っ て 設 け る た め 、 ホ イ ル ハ ウ ス と フ ロ ア パ ネ
ル と サ イ ド フ レ ー ム と の 結 合 部 の 強 度 ・ 剛 性 を 高 め る こ と が で き る 。
　 補 強 ガ セ ッ ト の 大 部 分 は 、 フ ロ ア パ ネ ル を 兼 用 す る も の と し て 設 け ら れ 、 フ ロ ア パ ネ ル
と 重 複 し な い た め 、 補 強 ガ セ ッ ト と し て 最 適 の 板 厚 を 有 す る も の を 採 用 で き る か ら 、 フ ロ
ア パ ネ ル と 重 複 し て 過 大 な 板 厚 と な る の を 確 実 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ２ の 車 両 の 後 部 車 体 構 造 は 、 請 求 項 １ の 発 明 に お い て 、 前 記 ホ イ ル ハ ウ ス に サ ス
ペ ン シ ョ ン の ダ ン パ ー を 支 持 す る ダ ン パ ー 支 持 部 が 設 け ら れ 、 こ の ダ ン パ ー 支 持 部 に 近 接
す る 補 強 ガ セ ッ ト の 水 平 板 部 と フ ラ ン ジ 部 に わ た る 部 分 に 車 室 側 へ 膨 出 す る 膨 出 部 を 形 成
し た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ３ の 車 両 の 後 部 車 体 構 造 は 、 請 求 項 ２ の 発 明 に お い て 、 前 記 サ イ ド フ レ ー ム 内 に
側 面 視 ハ ッ ト 形 の ブ ラ ケ ッ ト を 設 け 、 こ の ブ ラ ケ ッ ト 上 壁 部 及 び サ イ ド フ レ ー ム 下 壁 に 固
定 支 持 さ れ る サ ス ク ロ ス 取 付 け ボ ル ト が 設 け ら れ 、 こ の サ ス ク ロ ス 取 付 け ボ ル ト の 上 端 部
を 前 記 膨 出 部 内 に 配 設 す る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ４ の 車 両 の 後 部 車 体 構 造 は 、 前 記 左 右 の ホ イ ル ハ ウ ス 間 に お い て 左 右 の サ イ ド フ
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レ ー ム 間 に 橋 渡 し 状 に 架 設 さ れ て フ ロ ア パ ネ ル に 接 合 さ れ る ク ロ ス メ ン バ が 設 け ら れ 、 補
強 ガ セ ッ ト の 内 端 部 の 一 部 が ク ロ ス メ ン バ に 接 合 さ れ る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ５ の 車 両 の 後 部 車 体 構 造 は 、 請 求 項 １ ～ ４ の 何 れ か の 発 明 に お い て 、 前 記 補 強 ガ
セ ッ ト の 前 端 が ホ イ ル ハ ウ ス 部 前 方 の ド ア 開 口 部 後 端 付 近 ま で 延 び る こ と を 特 徴 と す る も
の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 に よ れ ば 、 フ ロ ア パ ネ ル よ り も 厚 い 板 厚 の 補 強 ガ セ ッ ト を サ イ ド フ レ ー
ム の 内 端 水 平 フ ラ ン ジ か ら ホ イ ル ハ ウ ス に 亙 っ て 設 け る た め 、 ホ イ ル ハ ウ ス と フ ロ ア パ ネ
ル と サ イ ド フ レ ー ム と の 結 合 部 の 強 度 ・ 剛 性 を 高 め る こ と が で き る 。
　 補 強 ガ セ ッ ト の 大 部 分 は 、 フ ロ ア パ ネ ル を 兼 用 す る も の と し て 設 け ら れ 、 フ ロ ア パ ネ ル
と 重 複 し な い 構 造 に す る た め 、 補 強 ガ セ ッ ト と し て 最 適 の 板 厚 を 有 す る も の を 採 用 で き る
か ら 、 フ ロ ア パ ネ ル と 重 複 し て 過 大 な 板 厚 と な る の を 確 実 に 防 止 す る こ と が で き 、 重 量 増
加 や 製 作 費 の 増 加 も 僅 か で 済 む 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 に よ れ ば 、 ホ イ ル ハ ウ ス に サ ス ペ ン シ ョ ン の ダ ン パ ー を 支 持 す る ダ ン パ
ー 支 持 部 が 設 け ら れ 、 こ の ダ ン パ ー 支 持 部 に 近 接 す る 補 強 ガ セ ッ ト の 水 平 板 部 と フ ラ ン ジ
部 に わ た る 部 分 に 車 室 側 へ 膨 出 す る 膨 出 部 を 形 成 し た の で 、 ホ イ ル ハ ウ ス と フ ロ ア パ ネ ル
と サ イ ド フ レ ー ム と の 結 合 部 の 強 度 ・ 剛 性 を 高 め る こ と が で き る う え 、 補 強 用 部 材 の 部 品
点 数 と 重 量 を 増 す こ と な く 、 ダ ン パ ー 支 持 部 近 傍 の ホ イ ル ハ ウ ス と フ ロ ア パ ネ ル に か け て
要 求 さ れ る 強 度 ・ 剛 性 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ３ の 発 明 に よ れ ば 、 サ イ ド フ レ ー ム 内 に 側 面 視 ハ ッ ト 形 の ブ ラ ケ ッ ト を 設 け 、 こ
の ブ ラ ケ ッ ト 上 壁 部 及 び サ イ ド フ レ ー ム 下 壁 に 固 定 支 持 さ れ る サ ス ク ロ ス 取 付 け ボ ル ト が
設 け ら れ 、 こ の サ ス ク ロ ス 取 付 け ボ ル ト の 上 端 部 を 前 記 膨 出 部 内 に 配 設 す る た め 、 サ ス ク
ロ ス 取 付 け ボ ル ト を サ イ ド フ レ ー ム に 固 定 支 持 す る 上 下 の 支 持 点 間 の 間 隔 を 大 き く す る こ
と で き る か ら 、 サ ス ク ロ ス 取 付 け ボ ル ト の 支 持 剛 性 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 ４ の 発 明 に よ れ ば 、 左 右 の ホ イ ル ハ ウ ス 間 に お い て 左 右 の サ イ ド フ レ ー ム 間 に 橋
渡 し 状 に 架 設 さ れ て フ ロ ア パ ネ ル に 接 合 さ れ る ク ロ ス メ ン バ が 設 け ら れ 、 補 強 ガ セ ッ ト の
内 端 部 の 一 部 が ク ロ ス メ ン バ に 接 合 さ れ る た め 、 補 強 ガ セ ッ ト と ク ロ ス メ ン バ の 結 合 を 強
化 し 、 後 部 車 体 の 剛 性 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 ５ の 発 明 に よ れ ば 、 補 強 ガ セ ッ ト の 前 端 が ホ イ ル ハ ウ ス 部 前 方 の ド ア 開 口 部 後 端
付 近 ま で 延 び て い る た め 、 ド ア 開 口 部 の 近 傍 に お け る ホ イ ル ハ ウ ス の 剛 性 を 高 め 、 溶 接 接
合 部 に 剥 離 が 生 じ た り す る の を 防 止 す る こ と で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 に 係 る 車 両 の 車 体 後 部 構 造 は 、 フ ロ ア パ ネ ル よ り も 板 厚 が 厚 く 形 成 さ れ た 補 強 ガ
セ ッ ト で あ っ て 、 車 幅 方 向 内 端 部 が サ イ ド フ レ ー ム の 内 端 の 水 平 フ ラ ン ジ 部 に 接 合 さ れ る
水 平 板 部 と 、 水 平 板 部 の 外 端 部 か ら ホ イ ル ハ ウ ス の 車 幅 方 向 内 面 に 沿 う よ う に 延 び る フ ラ
ン ジ 部 と を 備 え 、 こ の フ ラ ン ジ 部 が サ イ ド フ レ ー ム の 外 端 部 と ホ イ ル ハ ウ ス と に 接 合 さ れ
る 補 強 ガ セ ッ ト を 設 け 、 ホ イ ル ハ ウ ス 近 傍 に お け る フ ロ ア パ ネ ル の 外 端 部 が 補 強 ガ セ ッ ト
の 内 端 部 に 接 合 さ れ た こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 下 、 こ の 車 両 の 車 体 後 部 構 造 に つ い て 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。
　 本 実 施 例 は 、 ワ ゴ ン 型 自 動 車 　 の 後 部 車 体 構 造 に 本 発 明 を 適 用 し た 場 合 の 一 例 で あ り 、
以 下 、 こ の ワ ゴ ン 型 自 動 車 に お け る 前 後 左 右 を 前 後 左 右 と し 、 車 幅 方 向 に 関 し て 車 室 中 心
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側 を 内 方 、 車 室 中 心 に 対 し て 遠 の く 方 向 を 外 方 と し て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ ～ 図 ６ に 示 す よ う に 、 ワ ゴ ン 型 自 動 車 １ の 後 部 車 体 構 造 は 、 左 右 対 称 の 構 造 で あ る
の で 右 側 の 車 体 構 造 に つ い て 説 明 す る 。 こ の 後 部 車 体 構 造 は 、 後 部 ド ア 用 の ド ア 開 口 部 ２
、 側 部 車 体 パ ネ ル ３ 、 バ ッ ク ド ア 用 の ド ア 開 口 部 ４ 、 サ イ ド シ ル ５ 、 フ ロ ア パ ネ ル ６ 、 こ
の フ ロ ア パ ネ ル ６ の 右 端 部 分 の 下 面 側 に 配 設 さ れ て 前 後 方 向 に 延 び る サ イ ド フ レ ー ム ７ 、
後 輪 用 の ホ イ ル ハ ウ ス ８ 、 補 強 ガ セ ッ ト ９ 、 フ ロ ア パ ネ ル ６ と 協 働 し て 閉 断 面 を 形 成 す る
ク ロ ス メ ン バ １ ０ ～ １ ２ な ど が 設 け ら れ て い る 。 尚 、 図 4 は フ ロ ア パ ネ ル ６ を 取 り 除 い た
状 態 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ホ イ ル ハ ウ ス ８ の 後 端 部 に は 、 後 輪 サ ス ペ ン シ ョ ン 装 置 の ダ ン パ ー （ 図 示 略 ） の 頂 部 が
支 持 さ れ る ダ ン パ ー 支 持 部 １ ３ が 形 成 さ れ 、 こ の ダ ン パ ー 支 持 部 １ ３ に は ダ ン パ ー の 軸 部
材 の 上 端 部 を 挿 入 す る 軸 穴 １ ３ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 ホ イ ル ハ ウ ス ８ の 前 部 に は 、 ド ア 開
口 部 ２ の 後 端 側 ピ ラ ー 部 １ ４ を 補 強 す る と 共 に ホ イ ル ハ ウ ス ８ を 補 強 す る 補 強 板 １ ５ が 設
け ら れ て い る 。 こ の 補 強 板 １ ５ の 上 端 部 は 後 端 側 ピ ラ ー 部 １ ４ の 付 近 ま で 延 び 、 補 強 板 １
５ の 下 端 部 は 補 強 ガ セ ッ ト ９ の 上 面 に 接 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 こ の 補 強 板 １ ５ は 上 部 側 板 部 材 １ ５ ａ と 下 部 側 板 部 材 １ ５ ｂ
と を 溶 接 接 合 し て 構 成 さ れ 、 下 部 側 板 部 材 １ ５ ｂ は ホ イ ル ハ ウ ス ８ と フ ロ ア パ ネ ル ６ と で
閉 断 面 を 構 成 し て い る 。 但 し 、 補 強 板 １ ５ は １ 枚 の 板 部 材 で 構 成 し て も よ い 。 そ の 他 に ホ
イ ル ハ ウ ス ８ に は 、 補 強 板 １ ５ よ り も 前 側 部 分 を 補 強 す る 補 強 板 １ ６ と 、 補 強 板 １ ５ よ り
も 後 側 部 分 を 補 強 す る 補 強 板 １ ７ が 接 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ３ ～ 図 ６ に 示 す よ う に 、 サ イ ド フ レ ー ム ７ は 、 溝 形 断 面 の フ レ ー ム 本 体 ７ ａ と 、 車 幅
方 向 外 端 の 外 端 フ ラ ン ジ ７ ｂ と 、 車 幅 方 向 内 端 の 内 端 水 平 フ ラ ン ジ ７ ｃ と を 有 し 、 外 端 フ
ラ ン ジ ７ ｂ が 立 向 き に 形 成 さ れ て ホ イ ル ハ ウ ス ８ の 車 室 側 内 面 に 接 合 さ れ て い る 。 ホ イ ル
ハ ウ ス ８ の 前 部 に 対 応 す る 位 置 に は 、 フ ロ ア パ ネ ル ６ が 後 方 上 が り に 傾 斜 す る 傾 斜 フ ロ ア
部 が あ り 、 サ イ ド フ レ ー ム ７ に は 、 そ の 傾 斜 フ ロ ア 部 に 対 応 す る よ う に 後 方 上 が り に 傾 斜
す る キ ッ ク ア ッ プ 部 １ ８ が 形 成 さ れ て い る （ 図 ２ 参 照 ） 。 そ し て 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 補
強 板 １ ５ に 対 応 す る 部 位 で あ っ て 、 ク ロ ス メ ン バ １ １ が 接 合 さ れ る サ イ ド フ レ ー ム ７ の 部
位 に お い て 、 そ の フ レ ー ム 本 体 ７ ａ に は 、 断 面 Ｕ 形 の 補 強 フ レ ー ム １ ９ が 接 合 さ れ 補 強 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 補 強 ガ セ ッ ト ９ は 、 主 に 、 ホ イ ル ハ ウ ス ８ と フ ロ ア パ ネ ル ６ と サ イ ド フ レ ー ム ７ の 結 合
構 造 を 補 強 す る 為 の 板 部 材 で あ り 、 フ ロ ア パ ネ ル ６ （ 例 え ば 板 厚 ０ ． ６ ｍ ｍ ） よ り も 厚 い
板 厚 （ 例 え ば １ ． ８ ｍ ｍ ） の 板 材 で 構 成 さ れ て い る 。
　 こ の 補 強 ガ セ ッ ト ９ は 、 車 幅 方 向 内 端 部 が サ イ ド フ レ ー ム ７ の 内 端 水 平 フ ラ ン ジ 部 ７ ｃ
に 接 合 さ れ る 水 平 板 部 ９ ａ と 、 こ の 水 平 板 部 ９ ａ の 外 端 部 か ら ホ イ ル ハ ウ ス ８ の 内 面 に 沿
う よ う に 一 体 的 に 延 び る ほ ぼ 立 て 向 き の フ ラ ン ジ 部 ９ ｂ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 水 平 板 部 ９ ａ の 内 端 部 ９ ｃ が サ イ ド フ レ ー ム ７ の 内 端 水 平 フ ラ ン ジ ７ ｃ の 上 面 に 接 合 さ
れ 、 こ の 水 平 板 部 ９ ａ の 内 端 部 ９ ｃ の 上 面 に フ ロ ア パ ネ ル ６ の 外 端 部 ６ ｃ が 重 ね て 接 合 さ
れ る 。 こ の フ ラ ン ジ 部 ９ ｂ が サ イ ド フ レ ー ム ７ の 外 端 フ ラ ン ジ ７ ｂ と ホ イ ル ハ ウ ス ８ と に
接 合 さ れ て い る 。 但 し 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 後 述 の 膨 出 部 ２ ０ の 部 分 に お い て は フ ラ ン ジ
部 ９ ｂ が サ イ ド フ レ ー ム ７ の 外 端 フ ラ ン ジ ７ ｂ に 接 合 さ れ て い な い が 、 外 端 フ ラ ン ジ ７ ｂ
に 接 合 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の 補 強 ガ セ ッ ト ９ は 、 ホ イ ル ハ ウ ス ８ と ほ ぼ 同 じ 前 後 長 に 形 成 さ れ 、 ホ イ ル ハ ウ ス ８
の 前 端 よ り や や 前 方 の 部 位 で あ っ て 、  ド ア 開 口 部 ２ の 後 端 付 近 か ら ホ イ ル ハ ウ ス ８ の 後
端 付 近 ま で の 前 後 長 を 有 し 、 車 幅 方 向 に つ い て は ホ イ ル ハ ウ ス ８ か ら サ イ ド フ レ ー ム ７ の
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内 端 水 平 フ ラ ン ジ ７ ｃ の 内 端 よ り も や や 内 側 ま で の 範 囲 に 亙 っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 補 強 ガ セ ッ ト ９ の 大 部 分 は 、 フ ロ ア パ ネ ル ６ を 兼 ね る 補 強 板 部 材 と
し て 構 成 さ れ 、 補 強 ガ セ ッ ト ９ の 上 面 に 記 載 の 二 点 鎖 線 Ｌ は 、 フ ロ ア パ ネ ル ６ の 端 縁 を 示
す 線 で あ り 、 補 強 ガ セ ッ ト ９ の 前 端 部 分 ９ ｄ と 後 端 部 分 ９ ｅ と 内 端 部 ９ ｃ に は フ ロ ア パ ネ
ル ６ の 一 部 が 上 方 か ら 重 ね て 接 合 さ れ 、 ホ イ ル ハ ウ ス ８ 近 傍 に お け る フ ロ ア パ ネ ル ６ の 外
端 部 ６ ｃ が 補 強 ガ セ ッ ト ９ の 内 端 部 ９ ｃ の 上 面 に 接 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ２ 、 図 ３ 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 補 強 ガ セ ッ ト ９ の う ち の ダ ン パ ー 支 持 部 １ ３ に 近 接 す
る 後 端 寄 り 部 分 に お い て 、 補 強 ガ セ ッ ト ９ の 水 平 板 部 ９ ａ と フ ラ ン ジ 部 ９ ｂ に わ た る 部 分
に 車 室 側 へ ３ 段 階 状 に 膨 出 す る 膨 出 部 ２ ０ で あ っ て 、 フ ロ ア パ ネ ル ６ よ り も 上 方 へ 膨 ら ん
だ 膨 出 部 ２ ０ が 形 成 さ れ て い る 。 後 輪 サ ス ペ ン シ ョ ン を 取 付 け る 為 の サ ス ペ ン シ ョ ン ク ロ
ス メ ン バ （ 図 示 略 ） を 車 体 に 取 付 け る 為 の 立 向 き の 前 後 １ 対 の サ ス ク ロ ス 取 付 け ボ ル ト ２
１ ， ２ ２ が 設 け ら れ て い る （ 図 ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ２ 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 後 側 の サ ス ク ロ ス 取 付 け ボ ル ト ２ ２ を 取 付 け る 構 造 に つ い て
、 補 強 ガ セ ッ ト ９ の 膨 出 部 ２ ０ の 下 方 に お い て 、 サ イ ド フ レ ー ム ７ の フ レ ー ム 本 体 ７ ａ 内
に 側 面 視 ハ ッ ト 形 の ブ ラ ケ ッ ト ２ ３ が 設 け ら れ 、 こ の ブ ラ ケ ッ ト ２ ３ の 下 端 部 の 前 後 １ 対
の フ ラ ン ジ 部 が フ レ ー ム 本 体 ７ ａ の 下 壁 に 接 合 さ れ て い る 。 サ ス ク ロ ス 取 付 け ボ ル ト ２ ２
は 、 ブ ラ ケ ッ ト ２ ３ の 上 壁 部 及 び サ イ ド フ レ ー ム ７ の フ レ ー ム 本 体 ７ ａ の 下 壁 を 立 向 き に
貫 通 し て サ イ ド フ レ ー ム ７ の 下 方 へ 延 び て い る 。 こ の サ ス ク ロ ス 取 付 け ボ ル ト ２ ２ の 上 端
部 （ 頭 部 ） が 膨 出 部 ２ ０ 内 に 配 設 さ れ 、 サ ス ク ロ ス 取 付 け ボ ル ト ２ ２ の 上 端 部 が ブ ラ ケ ッ
ト ２ ３ の 上 壁 部 に 溶 接 に て 固 定 さ れ 、 サ ス ク ロ ス 取 付 け ボ ル ト ２ ２ の 上 下 方 向 の 途 中 部 が
サ イ ド フ レ ー ム ７ の フ レ ー ム 本 体 ７ ａ の 下 壁 に 溶 接 に て 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 こ の サ ス ク ロ ス 取 付 け ボ ル ト ２ ２ を フ レ ー ム 本 体 ７ ａ の 下 壁 で 支 持 す る 部 分 を 強 化 す る
た め 、 ま た 、 ク ロ ス メ ン バ １ ２ が サ イ ド フ レ ー ム ７ に 接 合 さ れ る 部 分 を 強 化 す る た め 、 フ
レ ー ム 本 体 ７ ａ の 下 部 に は 、 サ ス ク ロ ス 取 付 け ボ ル ト ２ ２ が 貫 通 す る Ｕ 形 の 補 強 板 ２ ４ が
内 面 に 密 着 状 に 接 合 さ れ 、 こ の 補 強 板 ２ ４ に は サ ス ク ロ ス 取 付 け ボ ル ト ２ ２ が 貫 通 す る 環
状 補 強 部 材 ２ ５ が 溶 接 に て 接 合 さ れ 、 サ ス ク ロ ス 取 付 け ボ ル ト ２ ２ は 補 強 板 ２ ４ に も 溶 接
接 合 さ れ て い る （ 図 ５ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 前 側 の サ ス ク ロ ス 取 付 け ボ ル ト ２ １ を 取 付 け る 為 、 サ イ ド フ レ ー ム
７ の キ ッ ク ア ッ プ 部 １ ８ の 前 端 付 近 に お い て 、 サ イ ド フ レ ー ム ７ の フ レ ー ム 本 体 ７ ａ 内 に
側 面 視 ほ ぼ ハ ッ ト 形 の ブ ラ ケ ッ ト ２ ６ が 設 け ら れ 、 こ の ブ ラ ケ ッ ト ２ ６ が フ レ ー ム 本 体 ７
ａ に 接 合 さ れ 、 サ ス ク ロ ス 取 付 け ボ ル ト ２ １ は 、 ブ ラ ケ ッ ト ２ ６ の 上 壁 部 及 び サ イ ド フ レ
ー ム ７ の フ レ ー ム 本 体 ７ ａ の 下 壁 と こ の 下 壁 の 上 面 に 溶 接 に て 固 定 さ れ た 環 状 補 強 部 材 ２
７ を 貫 通 さ せ て 立 向 き に サ イ ド フ レ ー ム ７ の 下 方 へ 延 び る よ う に 配 設 さ れ 、 サ ス ク ロ ス 取
付 け ボ ル ト ２ １ の 上 端 部 が ブ ラ ケ ッ ト ２ ６ の 上 壁 部 に 溶 接 に て 接 合 さ れ 、 サ ス ク ロ ス 取 付
け ボ ル ト ２ １ の 上 下 方 向 途 中 部 が フ レ ー ム 本 体 ７ ａ の 下 壁 に 溶 接 に て 接 合 さ れ て い る 。 尚
、 サ イ ド フ レ ー ム ７ の キ ッ ク ア ッ プ 部 １ ８ を 補 強 す る 補 強 部 材 ２ ８ も 接 合 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 左 右 の ホ イ ル ハ ウ ス ８ の 前 端 部 よ り も や や 前 側 に お い て 、 左 右 の サ イ ド フ レ ー ム ７ 間 に
橋 渡 し 状 に 架 設 さ れ て フ ロ ア パ ネ ル ６ に 接 合 さ れ る ク ロ ス メ ン バ １ ０ が 設 け ら れ て い る 。
　 ま た 、 左 右 の ホ イ ル ハ ウ ス ８ 間 に お い て 左 右 の サ イ ド フ レ ー ム ７ 間 に 橋 渡 し 状 に 架 設 さ
れ て フ ロ ア パ ネ ル ６ に 接 合 さ れ る ク ロ ス メ ン バ １ １ ， １ ２ が 設 け ら れ 、 補 強 ガ セ ッ ト ９ の
内 端 部 の 一 部 が ク ロ ス メ ン バ １ １ ， １ ２ の 上 端 部 の フ ラ ン ジ に 接 合 さ れ る （ 図 ６ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 以 上 説 明 し た 後 部 車 体 構 造 の 作 用 、 効 果 に つ い て 説 明 す る 。
　 フ ロ ア パ ネ ル ６ よ り も 厚 い 板 厚 の 補 強 ガ セ ッ ト ９ を サ イ ド フ レ ー ム ７ の 内 端 水 平 フ ラ ン
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ジ ７ ｃ か ら ホ イ ル ハ ウ ス ８ に 亙 っ て 設 け る た め 、 ホ イ ル ハ ウ ス ８ と フ ロ ア パ ネ ル ６ と サ イ
ド フ レ ー ム ７ と の 結 合 部 の 強 度 ・ 剛 性 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 補 強 ガ セ ッ ト ９ の 大 部 分 は 、 フ ロ ア パ ネ ル ６ を 兼 用 す る も の と し て 設 け ら れ 、 フ ロ ア パ
ネ ル ６ と 重 複 し な い た め 、 補 強 ガ セ ッ ト ９ と し て 最 適 の 板 厚 の も の を 選 択 し て 採 用 で き る
か ら 、 フ ロ ア パ ネ ル ６ と 重 複 し て 過 大 な 板 厚 と な る の を 確 実 に 防 止 す る こ と が で き る 。 そ
し て 、 補 強 ガ セ ッ ト ９ を 追 加 す る 分 、 フ ロ ア パ ネ ル ６ の 一 部 を 省 略 す る こ と が で き る た め
、 車 体 組 み 立 て の 生 産 性 が 低 下 す る こ と も な い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ホ イ ル ハ ウ ス ８ に サ ス ペ ン シ ョ ン 装 置 の ダ ン パ ー を 支 持 す る ダ ン パ ー 支 持 部 １ ３ が 設 け
ら れ 、 こ の ダ ン パ ー 支 持 部 １ ３ に 近 接 す る 補 強 ガ セ ッ ト ９ の 水 平 板 部 ９ ａ と フ ラ ン ジ 部 ９
ｂ に わ た る 部 分 に 車 室 側 へ 膨 出 す る 膨 出 部 ２ ０ を 形 成 し た の で 、 ホ イ ル ハ ウ ス ８ と フ ロ ア
パ ネ ル ６ と サ イ ド フ レ ー ム ７ と の 結 合 部 の 強 度 ・ 剛 性 を 高 め る こ と が で き る う え 、 補 強 用
部 材 の 部 品 点 数 と 重 量 を 増 す こ と な く 、 ダ ン パ ー 支 持 部 １ ３ の 近 傍 の ホ イ ル ハ ウ ス ８ と フ
ロ ア パ ネ ル ６ に か け て 要 求 さ れ る 強 度 ・ 剛 性 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 サ イ ド フ レ ー ム ７ 内 に 側 面 視 ハ ッ ト 形 の ブ ラ ケ ッ ト ２ ３ を 設 け 、 こ の ブ ラ ケ ッ ト ２ ３ の
上 壁 部 及 び サ イ ド フ レ ー ム ７ の 下 壁 に 固 定 支 持 さ れ る サ ス ク ロ ス 取 付 け ボ ル ト ２ ２ が 設 け
ら れ 、 こ の サ ス ク ロ ス 取 付 け ボ ル ト ２ ２ の 上 端 部 を 膨 出 部 ２ ０ 内 に 配 設 す る た め 、 サ ス ク
ロ ス 取 付 け ボ ル ト ２ ２ を サ イ ド フ レ ー ム ７ に 固 定 支 持 す る 上 下 の 支 持 点 間 の 間 隔 を 大 き く
す る こ と で き る か ら 、 サ ス ク ロ ス 取 付 け ボ ル ト ２ ２ の 支 持 剛 性 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 左 右 の ホ イ ル ハ ウ ス ８ 間 に お い て 左 右 の サ イ ド フ レ ー ム ７ 間 に 橋 渡 し 状 に 架 設 さ れ て フ
ロ ア パ ネ ル ６ に 接 合 さ れ る ク ロ ス メ ン バ １ １ ， １ ２ が 設 け ら れ 、 補 強 ガ セ ッ ト ９ の 内 端 部
の 一 部 が ク ロ ス メ ン バ １ １ ， １ ２ の フ ラ ン ジ 部 に 接 合 さ れ る た め 、 補 強 ガ セ ッ ト ９ と ク ロ
ス メ ン バ １ １ ， １ ２ の 結 合 を 強 化 し 、 後 部 車 体 の 剛 性 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 補 強 ガ セ ッ ト ９ の 前 端 が ホ イ ル ハ ウ ス ８ の 前 方 の ド ア 開 口 部 ２ の 後 端 付 近 ま で 延 び て い
る た め 、 ド ア 開 口 部 ２ の 近 傍 に お け る ホ イ ル ハ ウ ス ８ の 剛 性 を 高 め 、 溶 接 接 合 部 に 剥 離 が
生 じ た り す る の を 防 止 す る こ と で き る 。 し か も 、 補 強 ガ セ ッ ト ９ の 大 部 分 は 、 フ ロ ア パ ネ
ル ６ を 兼 ね る 板 部 材 で あ る た め 、 フ ロ ア パ ネ ル ６ や 補 強 ガ セ ッ ト ９ と 、 ホ イ ル ハ ウ ス ８ 及
び サ イ ド フ レ ー ム ７ な ど を 接 合 す る 部 位 を ３ 枚 以 下 の 板 部 材 の 接 合 と し 、 ４ 枚 接 合 と な る
の を 確 実 に 防 止 し 、 接 合 部 の 溶 接 品 質 を 確 保 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 し か も 、 補 強 ガ セ ッ ト ９ の 前 端 部 分 ９ ｄ 、 後 端 部 分 ９ ｆ 、 内 端 部 ９ ｃ の う え に フ ロ ア パ
ネ ル ６ を 密 着 状 に 重 ね て 接 合 す る た め 、 ホ イ ル ハ ウ ス ８ の 前 端 付 近 と 後 端 付 近 に お け る フ
ロ ア パ ネ ル ６ と 補 強 ガ セ ッ ト ９ と の 結 合 を 強 化 し 、 フ ロ ア 構 造 の 剛 性 と 強 度 を 高 め 、 ホ イ
ル ハ ウ ス ８ と フ ロ ア パ ネ ル ６ を 結 合 す る 部 位 の 剛 性 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 尚 、 当 業 者 で あ れ ば 、 本 発 明 の 趣 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 、 前 記 実 施 例 に 部 分 的 な 変 更 を
付 加 し た 形 で 実 施 す る こ と も あ る 。 例 え ば 、 補 強 ガ セ ッ ト ９ の フ ラ ン ジ 部 ９ ｂ の 上 下 幅 を
大 き く 形 成 し た り 、 補 強 ガ セ ッ ト ９ の 前 端 部 分 ９ ｄ や 後 端 部 分 ９ ｅ に 重 な る フ ロ ア パ ネ ル
６ の ラ ッ プ 幅 を 少 な く し た り 、 補 強 ガ セ ッ ト ９ の 水 平 板 部 ９ ａ の 断 面 形 状 を 適 宜 変 更 し た
り 、 補 強 ガ セ ッ ト ９ を 板 厚 の 異 な る ２ 枚 以 上 の 板 部 材 を 接 合 し た 板 部 材 で 構 成 し た り 、 補
強 ガ セ ッ ト ９ の 前 後 長 を 拡 大 し た り 、 な ど の 種 々 の 変 更 は あ り 得 る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 に 係 る 自 動 車 の 後 部 車 体 構 造 の 全 体 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 サ イ ド フ レ ー ム の 位 置 で 分 断 図 示 し た 後 部 車 体 構 造 の 要 部 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 ク ロ ス メ ン バ の 位 置 で 分 断 図 示 し た 後 部 車 体 構 造 の 要 部 斜 視 図 で あ る 。
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【 図 ４ 】 補 強 ガ セ ッ ト と ク ロ ス メ ン バ な ど を 示 す 要 部 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ３ の Ｖ － Ｖ 線 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ３ の VI－ VI線 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ２ 】
２ 　 　 　 　 ド ア 開 口 部
６ 　 　 　 　 フ ロ ア パ ネ ル
７ 　 　 　 　 サ イ ド フ レ ー ム
７ ｂ 　 　 　 外 端 フ ラ ン ジ 　
７ ｃ 　 　 　 内 端 水 平 フ ラ ン ジ
８ 　 　 　 　 ホ イ ル ハ ウ ス
９ 　 　 　 　 補 強 ガ セ ッ ト
９ ａ 　 　 　 水 平 板 部
９ ｂ 　 　 　 フ ラ ン ジ 部
１ １ 　 　 　 ク ロ ス メ ン バ
１ ３ 　 　 　 ダ ン パ ー 支 持 部
２ ０ 　 　 　 膨 出 部
２ ２ 　 　 　 サ ス ク ロ ス 取 付 け ボ ル ト
２ ３ 　 　 　 ブ ラ ケ ッ ト
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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